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２学期がスタートして１０日ほどになりました。とてつもない暑さの中、子ども達は学習に運動に

頑張っています。例年とは違うコロナ感染症下の学校ですが、２学期もしっかり広陽小学校の教育活

動を進めていきます。話題をかえますが。

いまの小学生が社会に出て活躍する頃、世の中はどうなっていると思いますか？

これからの社会に求められる学力はどのようなものでしょうか？

２１世紀は新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を

増していく「知識基盤社会」と言われています。

また、これからは、グローバル化・情報化・情報技術の急速な進展など、よりいっそう複雑で激し

く変化する社会になるであろうことが予測されています。

急速にグローバル化が進展する社会では、さまざまな情報を受け止め、主体的に判断しながら、課

題を解決していく力がますます重要になります。未知の課題(たとえばコロナウィルス感染症への対

応)が日本でも世界全体でも発生し、それらに対する新たな解決への努力が求められます。文化や考

え方の多様性を理解し多様な人々と協働することや、世界と日本を相対的に捉えて社会のなかで自ら

問題を発見し解決していくことなどが求められます。

世界中の人々とさまざまな形で協力し協働する社会では、文化や考え方の多様性を理解し多様な人

々と協働していくために、外国語の習得とともに外国語を使って多様な人々との目的に応じたコミュ

ニケーションを図ることが大切です。

そして、情報技術の飛躍的な進化、人工知能の急速な進化の中では、新たに工夫し、創造し、考え

学び続けていくことが大切になっていきます。言語能力を高め、情報を的確に捉えて考えをまとめ表

現できる力やＩＣＴの活用能力も重要になっていきます。

さらに「自ら問題を発見し解決していく力」「新たな価値を生み出す豊かな創造性」「地域や社会

における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力」「自然環境や資源の有限性等の中で持続可能な

社会をつくる力」「健康・安全・食に関する力」「豊かなスポーツライフを実現する力」なども重要

です。

広陽小学校では、子ども達の発達段階に即しながら、これからの社会に求められる学力を意識して

教育活動を充実させていきます。
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９月の学校活動(予定)
広陽小学校では、今年度前期の通知表(あ ９月 １日(火)交通安全指導日 KTSBA

ゆみ)を１０月１６日(金) に配付させていた ２日(水)耳鼻科検診 朝ミッケ(1.2年)

だきます。今年度から、新しい学習指導要 ３日(木)内科検診

領の実施に伴い、あゆみの様式、配付の回 ４日(金)遠足

数や時期が変更となることにつきましては、 ５日(土)さんさんパーク１年

以前お知らせしたとおりです。今回あゆみ ８日(火)尿検査(２次)

の見方につきましてお知らせいたしますの ９日(水)遠足(予備)

で、ご確認いただき、昨年度までとの違い １０日(木)児童会 広陽小ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

につきましてご了承くださいますよう、よ １１日(金)広陽小ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ ALT

ろしくお願いいたします。 １４日(月)職員会議

１５日(火)交通安全指導日 KTSBA

１ 評価の観点について 給食費(高) 全国学力学習状況調査

新しい評価の観点と内容は次の通りです。 １６日(水)給食費(中) 朝ミッケ(3.4年)

具体的な評価の内容は、１０月に配付する １７日(木)給食費(低) 内科検診

各学年の通知表に記載します。 １８日(金)給食費(予) 心臓検診

○知識・技能(観点) ２１日(月)敬老の日

一人一人の知識や技能が身に付いている ２２日(火)秋分の日

かを評価する。(趣旨) ２３日(水)ALT

○思考・判断・表現(観点) ２４日(木)児童会

知識や技能を活用して課題を解決するた ２５日(金)ALT

めに必要な思考力、判断力、表現力を身 ２６日(土)さんさんパーク２年

に付けているかを評価する。(趣旨) ３０日 (水 )児童会役員選挙

○主体的に学習に取り組む態度(観点) さんさんパーク３年

学習の目標を達成するために、粘り強い

取り組みをを行おうとしていたり、自ら

学習を調整(学習の 見通しを持つ、学習の課題に沿う、今までの学習を生かす等)したりしょうと

する力を評価する。(趣旨)

２ 評定について

昨年度までの評定 今年度からの評定

Ａ： 目標に達しています Ａ： 目標に十分達しています

Ｂ： 目標に近づいています Ｂ： 目標におおむね達しています

Ｃ： 努力を要する Ｃ： 努力を要する


